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平成３１年度第２回広島市うつ病・自殺(自死)対策推進連絡調整会議 文書会議録（要旨） 

 

上記会議を令和２年３月１７日（火）午後７時から開催する予定であったが、新型コロナウイルス感

染症拡大防止を講じるため、会議の開催を中止し、同月１２日に会議委員へ資料等を送付し、書面によ

る意見聴取を行ったものである。 

 

１ 議  事  議題１ 自殺(自死)に関する統計について 

議題２ うつ病・自殺(自死)対策の取組状況について 

   ア 広島市における取組 

   イ 各団体等における取組 

議題３ 広島市うつ病・自殺(自死)対策推進計画（第２次）の検証について 

２ 意見等の要旨 

委員名 委員からの意見等 事務局の意見等 

議題１ 自殺(自死)に関する統計について【関連資料 資料１・２・３】 

磯邉委員 【資料３】自殺統計について、平成３０年

と比べて平成３１年（令和元年）は２０歳

代が８人増加、３０歳代が１１人増加とな

っている。若年代の自殺(自死)は損失生存

年数の増加としてあらわれ、原因の精査と

対策が急がれる。２０歳代、３０歳代は精

神病等の罹患、就労問題が推察されるが、

まずは事例を検証することが大切と思う。 

 個別の事例を検証することは困難である

が、各種統計資料や相談窓口での相談内容

等から、原因の検証及び対策の検討を進め

ていく。 

平井委員 【資料３】人口動態統計でも、自殺統計で

も、自殺者数が増加傾向にあるが、どうい

った理由なのか。今後、新型コロナウイル

スの感染拡大に伴う不況によって、経済

的・心理的に追い込まれる人が増える見込

みがあり、自殺者数の変化をより細かくみ

ていく必要がある。 

 人口動態統計及び自殺統計において、広

島市の自殺者数は、増減を繰り返している

ものの、概ね減少傾向にあると考えている。

広島市の自殺者数が対前年比で増加したこ

とについては、自殺(自死)の原因・動機が

その年によって傾向が異なっているため、

一概には言えないが、引き続き自殺者数の

動向等を注視していく。 

淵上委員 【資料３】前年と比して、かなり自殺者数

が増加しており、迅速な要因の検討が必要

と考える。 

引き続き、人口動態統計及び自殺統計等

に基づき、平成３１年の自殺者数の動向等

を注視していく。 

森岡委員 年齢層別の自殺死亡率の変動について、

それぞれの年齢層での年別の増減につい

て、良い要因と悪い要因について検証して

ほしい。（今後の対策に生かすために。） 

 年齢層別の自殺死亡率の変動について、

年別に要因の検証を行うことは非常に困難

であるが、引き続き自殺者数の動向等を注

視していく。 

議題２ うつ病・自殺(自死)対策の取組状況について【関連資料 資料４・５】 

磯邉委員 【資料４】自殺未遂者支援コーディネータ

ー事業（精神保健福祉課）について、広島

市民病院及び安佐市民病院に配置されてい

る自殺未遂者支援コーディネーター（臨床

心理士等）とあり、本人や家族との関係形

成、経緯の情報、関係機関との連携等防止

自殺未遂者支援コーディネーターの配置

にあたっては、臨床心理士、精神保健福祉

士、保健師又は看護師、社会福祉士のいず

れかの資格を有する者としており、現在配

置されているコーディネーターは、両病院

共に精神保健福祉士・社会福祉士の資格を
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委員名 委員からの意見等 事務局の意見等 

のための重要な役割を果たす専門職である

と思う。実際にどんな専門職が配置されて

いるのか、職務内容から第一順位の資格は

精神保健福祉士であり、その他に保健師、

看護師が適切であると思う。 

有している。 

平井委員 新型コロナウイルス感染拡大をきっかけ

とする自殺者の増加が予測される中で、こ

れまでの取り組みが必要な人に届くよう、

より広報、啓発に努める必要がある。自殺

者減少の傾向が大きく変わる懸念もあり、

それに合わせて、迅速に対策を見直すべき

だ。 

 引き続き、自殺(自死)予防・対策につい

て、広報・啓発に努める。また、自殺者数

の動向等を注視していく。 

議題３ 広島市うつ病・自殺(自死)対策推進計画（第２次）の検証について【関連資料 資料６】 

磯邉委員 稼働年齢層における未就労者について、

雇用保険の受給終了の後、尚就労できない

場合は生活困窮者自立支援制度や生活保護

制度が考えられる。それらの制度の動向を

みる必要がある。新型ウィルス感染症につ

いても国の施策や既存の社会保障制度の活

用状況を分析する必要がある。 

 また、メンタルヘルスと企業の経済活動

は密接に関連している。３次計画では企業

の経済活動（就職活動、過労、失業、経営

破たん）についての項目を考えてはどうだ

ろうか。日本は自殺(自死)の多い国となっ

ている。国の動向を標準としてとらえるの

ではなく、他の国の文化・経済・人口（約

１００万人）が広島市と同等の都市と比較

し、ベンチマークを設定してみてはどうだ

ろうか。 

 引き続き、自殺(自死)の原因・動機等の

検証を行っていく。 

 メンタルヘルスと企業の経済活動につい

ては、第２次計画においても盛り込まれて

いる。 

 外国との比較については、日本と文化や

気質、風土等が異なると考えらえるため、

比較は困難と考える。 

久保下 

委員 

「高齢者層（７０歳以上）は、全体的に

は減少傾向にある」について、資料２の１

の⑵（４ページ）で、自殺死亡率において、

直近の平成３０年が平成２８年・平成２９

年に比べ増加し、中高年層と逆転している

ことからして、必ずしも「減少傾向」と楽

観視できないのではないか。 

 高齢者層の自殺死亡率について、平成 

３０年が対前年比で増加したことについて

は、これが一時的なことなのか、今後も増

加し続けるのかを注視していく。 

年齢階層別の区分（若年層：３０歳未満、

中高年層３０歳～６９歳、高齢者層７０歳

以上）に違和感がある。中高年層の範囲が

広すぎると思う（人口もこの年齢層で  

５０％を超えると思われる。）。これから仕

事でも中枢を担い、子育ても大変な時期と

 次期計画では、その点も含めて検討して

いく。 
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委員名 委員からの意見等 事務局の意見等 

なる３０歳代・４０歳代と既に定年を迎え

社会の一線から退いている（人の多い）  

６０歳代とは、その取り巻く環境が全く異

なると考える。中高年層への対策はもう少

しきめ細やかな年齢層別を考えるべきと思

う（例：３０歳～４９歳、５０歳～６９歳）。 

樋口委員 資料６の３の⑴のアの２番目の○の、「年

代別（１０歳区切り）の…」の意味がよく

わからないので教えてほしい。 

 資料２の１の⑴のイで、広島市（上のグ

ラフ）と全国（下のグラフ）を比べると、

各年代で広島市の方が全国よりも自殺者数

が少ないという意味である（広島市：全国

＝１：１００として計算）。 

淵上委員 広島市で特に雇用実態が悪いのか。その

場合、その要因や関連して協働できる部署

はどこか。 

同様に広島市で健康問題の悩みを抱える

方が増えている、あるいは多い要因は何か。 

 広島市の雇用実態についてわかる資料は

ないが、広島県の完全失業率については、

全国と比べてもそこまで悪くなく、むしろ、

概ね減少傾向にある。 

 労働者に関する問題については、連絡調

整会議の委員にも入っている広島労働局

（ハローワークや労働基準監督署）が協働

できる部署と考える。 

 自殺(自死)の原因・動機別で、健康問題

については、広島市も全国も多くの割合を

占める（広島市だけが突出して多いのでは

なく、全国でも多く、そもそも、健康問題

が多い要因は不明である。）が、その数は概

ね減少している。 
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